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「第 7 回“日本の食品”輸出 EXPO」長野県ブース 出展者募集案内 
公益財団法人長野県産業振興機構 

1. 目的 
海外食品バイヤー企業及び日本国内の輸出商社等を対象とする食品の輸出専門商談展である「“日本の食

品”輸出 EXPO」に長野県ブースを設置し、長野県内の加工食品製造事業者等の海外販路開拓及び拡大を促

進するため、出展事業者の輸出商談を支援する。 
 
2. 第 7 回“日本の食品”輸出 EXPO の概要 

(ア) 会期 令和 5 年 6 月 21 日（水）～23 日（金）の 3 日間 10 時から 17 時 
(イ) 会場 東京ビッグサイト（東京都江東区有明 3-11-1） 
(ウ) 主催 RX Japan 株式会社 
(エ) 共催 独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO） 
(オ) 協力 農林水産省 

 
3. 長野県ブースの概要 

(ア) 出展規模 3 小間（16.2 ㎡×3 小間＝48.6 ㎡） 
(イ) 出展者数 6 社 
(ウ) 装飾  ブース上部には、長野県らしさを表現した装飾を施す。 
(エ) 設備・備品等 次の設備・備品等を配置する。 

① 商談席（テーブル 1 台、イス４脚）1 セット 
② 展示台：1 台（幅 150cm×奥行き 60cm×高さ 73cm） 
③ 鍵付きキャビネット：１台（幅 100cm×奥行き 50cm×高さ 100cm） 
④ 100V コンセント（500W）：1 個 
⑤ 長野県ブース出展者の共同設備：シンク、手洗い台、コールドテーブル、調理用作業台 

(オ) PR 媒体 
出展者が作成する FCP 展示会・商談会シートをもとに、「長野県ブース出展商品紹介パンフレット」

を作成し、来場者に配布し商談を促進する。  
 
4. 出展対象者及び出展対象商品（応募資格） 

(ア) 長野県内に本社または事業所を有する食品（飲料を含む。）を製造している事業者で、次の①又は②のい

ずれかに該当する者。また出展商品は自社で製造していることが表示されていること。ただし、長野県

外に本社を有する事業者にあっては、長野県内に有する事業所で製造した商品に限る。（他県の事業所・

工場で製造された商品は出展できない。） 
① 資本金の額又は出資の総額が 3 億円以下 
② 常時使用する従業員の数が 300 人以下 

(イ) 農業者にあっては、「おいしい信州ふーど」をはじめとする農畜水産物を生産する長野県内の農産物生

産者で、自ら生産する長野県産農畜水産物を主原料とする加工食品を出展する者であること。 
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5. 出展審査基準 

・次の項目について、総合的に審査を行い、出展者を決定する。 
(ア) 項目 4.「出展対象者及び出展体操商品」に定める要件を満たしていること。 
(イ) 申込書類の FCP 展示会・商談会シートが適正に作成されていること。 
(ウ) 品質表示が適切に行われていること。 
(エ) 製造工程で安心安全に配慮していること。農産物については、防除基準の遵守と生産履歴の記帳・保管

を行っていること。 
(オ) 会期中、出展商品の商取引を目的とした海外企業との商談に対応できること。また、会期終了後も、自

らが海外企業との商談や出展商品の輸出に対応できること。 
(カ) 会期中は商談実務に携わる社員を原則として 3 名以上配置できること。（出展者の社員 1 名以上のほか

に、取引のある商社等の社員スタッフを常駐させて、合計 3 名以上の体制を整えても良い。マネキン及

び通訳スタッフは社員スタッフとみなさない。） 
(キ) 次のいずれかの項目に該当すること。 

① 国内大規模展示会（スーパーマーケット・トレードショー、FOODEX JAPAN 等）長野県パビリオ

ンまたは、同等規模の国内大規模展示会等への出展経験があり、商談実績と成約について、良好な

結果が得られていること。 
② 過去に海外展示会長野県ブースに出展経験があり、会期中の出展者の人員体制が十分であり、かつ

積極的な PR 活動を行っていたこと。また、商談実績と成約について、良好な結果が得られている

こと。 
③ 過去に自社で独自に海外展示会に出展経験があり、商談実績と成約について、良好な結果が得られ

ていること。 
④ 当機構が行っている海外バイヤー招聘商談会または海外での長野フェアへの参加経験があり、商談

実績と成約について、良好な結果が得られていること。 
 

6. 出展者募集数 6 社 
 

7. 出展者の決定 
提出された書類をもとに、審査を行い決定する。審査結果は書面により申込者に通知する。審査の内容に

関する問い合わせには応じない。 
 
8. 出展申込 

長野県ブースへの出展を希望する事業者は、次のとおり申し込みを行う。 
(ア) 出展希望者は「出展申込書」と「FCP 展示会・商談会シート」をメール添付のうえ、当機構に申し込む。 
(イ) FCP 展示会・商談会シートは、出展を予定する商品のうち３品について作成する。 
(ウ) 提出書類、申込期限は下表のとおりとする。 

申込方法 ① 「出展申込書」と「FCP展示会・商談会シート」を作成する。 

②   上記書類をメール添付のうえ提出する。 

メールでの提出先 長野県産業振興機構 担当：水澤あて 

メールアドレス hanro@nice-o.or.jp 

申込期限 4月 27 日（木）17時まで 

(エ) 申込書類に不備、記載漏れがあったときには、申込を受付けない場合がある。 

mailto:hanro@nice-o.or.jp
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9. 出展者負担金 300,000 円（消費税込み） 
(ア) 審査により出展が決定したのち送付する出展決定通知書（請求書）より、指定する期日までに当機構に

支払うものとする。 
(イ) 出展決定通知書（請求書）に指定する期日までに支払いのない場合には、出展の決定を取り消す場合が

ある。 
(ウ) 出展者負担金の支払い後に、出展を辞退した場合には、出展者負担金は返金しない。 
(エ) 出展に伴うその他の経費はすべて出展者の負担とする。（バイヤーからの求めに応じて送付するサンプ

ル品等に係る輸送費及び輸送に掛かる経費、また、商談通訳スタッフに係る経費、出展者が独自に制作

するパンフレット、PR 動画、翻訳等の費用、会場でのインターネット接続等に係る通信費等） 
 

10. 商談通訳スタッフの設置 
(ア) 輸出 EXPO 主催者は、出展者に対し英語通訳を常駐させることを強く推奨している。出展者は会期中、

各ブースにおいて、事前に商談申込みのあった外国人バイヤー等と商談を終日行うことになるため、ビ

ジネス交渉が可能なレベルの英語を話すことができる社員または外部通訳スタッフを設置する必要が

ある。 
(イ) 外部通訳スタッフが必要な場合は、出展事業者が自社で手配する。 

 
11. その他 

(ア) 会期中は、より多くの来場者バイヤーを引き寄せるため、試食品・試飲品の提供を行い、積極的に出展

商品の PR 活動に従事する人員及び会場での商談実務に携わる人員の体制を整えること。 
(イ) 本展示会における実際の商談・取引は、出展者の判断と責任の下で行うものとする。万が一、出展者が

損害や不利益等を被る事態が生じたとしても、当機構は一切の責任を負わない。 
 
12. 実施状況等調査の実施 

出展者に対して、下表のとおり実施状況調査を行う。また、出展者はこの調査に回答しなければならない。 
実施時期 主な調査内容 

① 会期中当日調査 ・名刺交換件数 

・当日成立の商談件数及び金額 

・特徴的な商談内容 

② 1週間後調査 ・開催内容及び運営方法等について 

・主催者が提供するブース来訪者の情報提供 

③ 3ヶ月後調査 ・取引成立件数及び金額 

・取引先企業名 

・会期後の商談状況 

④ ６カ月後調査 ・取引成立件数及び金額 

・取引先企業名 

・会期後の商談状況 

 
13. 日本の食品輸出 EXPO 長野県ブース事務局 

公益財団法人長野県産業振興機構 マーケティング支援部  
担当：水澤啓人、大給政信 
電話 026-235-7246 ファックス 026-235-7387  メール hanro@nice-o.or.jp 
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